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能登かきの引きあげ（七尾市）
　能登の里山から、川を通じて流れ出る植物プランクトンが豊富な
七尾湾で育つ能登かきは、１月に旬を迎えます。里山からの餌を食
べて育つ能登かきは、１年での出荷が可能であり、小粒ですが肉厚
で甘みが強いのが特徴です。
　冬の早朝の七尾湾の沖合では、延

はえなわすいかしき

縄垂下式で育てられた能登かき
を引きあげる様子が見られます。　（写真撮影：中野久明）



１

　

令
和
４
年
11
月
23
日（
水
・
祝
）、
石
川
県
は
国
、
富
山
県
、

関
係
市
町
※
及
び
関
係
機
関
等
と
連
携
し
、
原
子
力
防
災
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。
訓
練
は
志
賀
原
子
力
発
電
所
２
号
機

に
お
い
て
、
地
震
に
よ
り
外
部
電
源
が
喪
失
し
、
さ
ら
に
全

て
の
非
常
用
炉
心
冷
却
装
置
に
よ
る
注
水
が
不
能
と
な
り
、

原
子
炉
格
納
容
器
か
ら
放
射
性
物
質
が
放
出
さ
れ
た
こ
と
を

想
定
し
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
に
は
、
関
係
機
関
約
２
４
０
機
関
、
機
関
関
係

者
と
住
民
合
わ
せ
て
約
１
６
０
０
名
が
参
加
し
、
原
子
力
災

害
時
の
緊
急
時
対
応
に
万
全
を
期
す
た
め
、
オ
フ
サ
イ
ト
セ

ン
タ
ー
の
運
営
や
住
民
避
難
訓
練
な
ど
を
実
施
し
、
原
子
力

災
害
へ
の
対
応
体
制
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、
合
同
対
策
協
議
会
を
設
置

し
、
関
係
機
関
等
か
ら
の
情
報
集
約
と
避
難
地
域
や
避
難
方

法
の
決
定
・
指
示
等
の
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

住
民
避
難
訓
練
は
、
原
子
力
発
電
所
の
東
側
に
放
射
性
物

質
が
拡
散
し
た
と
の
想
定
で
行
い
ま
し
た
。
志
賀
町
で
は
、

地
震
に
よ
り
道
路
が
寸
断
さ
れ
た
と
し
て
、
自
衛
隊
の
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
や
国
土
交
通
省
の
船
舶
を
使
っ
て
住
民
が
避
難
を

行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
訓
練
で
は
、
七
尾
市
の
一
部
の
住
民
が
、

県
境
を
越
え
る
富
山
県
氷
見
市
へ
の
避
難
ル
ー
ト
を
初
め
て

活
用
し
、
石
川
・
富
山
両
県
で
避
難
退
域
時
検
査
を
実
施
す

る
な
ど
両
県
の
連
携
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

※
関
係
市
町
…
志
賀
町
、
七
尾
市
、
羽
咋
市
、
中
能
登
町
、
輪
島
市
、

　
　
　
　
　
　
　

穴
水
町
、
宝
達
志
水
町
、
か
ほ
く
市
、
氷
見
市

県現地災害対策本部において、県、市町が住民の避難等を協議
（志賀オフサイトセンター）

避難退域時検査（車両検査）
（氷見運動公園）

国、県、関係市町等が参集し、合同対策協議会を開催
（志賀オフサイトセンター）

ヘリコプターを使った避難訓練
（志賀町陸上競技場）

原子力防災訓練原子力防災訓練をを実施実施



２

各
自
治
体
の
取
り
組
み

志
賀
町
で
は
、
緊
急
速
報
メ
ー
ル
や
防

災
行
政
無
線
放
送
等
に
よ
る
住
民
へ
の
情

報
伝
達
訓
練
や
、
自
家
用
車
や
バ
ス
に
よ

る
能
登
町
及
び
白
山
市
へ
の
広
域
避
難
の

ほ
か
、
総
合
武
道
館
、
旧
福
浦
小
学
校
、

旧
土
田
小
学
校
の
放
射
線
防
護
施
設
の
稼

働
訓
練
及
び
要
配
慮
者
等
の
避
難
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
。
町
災
害
対
策
本
部
を
立

ち
上
げ
、
原
子
力
災
害
時
の
対
応
体
制
を

確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
震
に

よ
る
複
合
災
害
を

想
定
し
、
道
路
寸

断
に
対
処
す
る
自

衛
隊
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

や
高
機
動
車
、
船

舶
に
よ
る
避
難
訓

練
も
行
い
ま
し
た
。

災害対策本部設置運営訓練（七尾市）

　

羽
咋
市
で
は
、
原
子
力
災
害
時
を
想
定

し
、
災
害
対
策
本
部
の
設
置
、
緊
急
時
に
お

け
る
通
信
連
絡
体
制
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
テ
レ
ビ
会
議
や
原
子
力
防
災
シ
ス
テ
ム

（N
ISS

）
に
よ
る
情
報
共
有
訓
練
を
は
じ
め

と
し
た
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
放
射
線
防

護
施
設
の
稼
働
訓
練
、
現
場
パ
ト
ロ
ー
ル
に

よ
る
被
害
調
査
・
報
告
訓
練
、
メ
ー
ル
配
信

な
ど
の
広
報
訓
練
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

発電所本部(増設緊急時対策所)の運営訓練㊤
送水用消防車による使用済燃料貯蔵プールへの注水訓練㊦

　

七
尾
市
で
は
、
防
災
メ
ー
ル
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
の
多
様
な
広
報
媒
体
を
使
っ

て
行
う
広
報
訓
練
の
ほ
か
、
災
害
対
策
本
部

設
置
運
営
訓
練
、
緊
急
時
通
信
訓
練
、
緊
急

時
放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
訓
練
、
道
路
被
害

等
の
確
認
訓
練
、
バ
ス
等
に
よ
る
金
沢
市
へ

の
広
域
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

北
陸
電
力
㈱
の
取
り
組
み

北
陸
電
力
㈱
志
賀
原
子
力
発
電
所
で

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
防
止
対

策
を
実
施
し
た
う
え
で
、
発
電
所
本
部
の

運
営
訓
練
を
行
い
、
発
電
所
の
状
況
把
握

や
関
係
機
関
へ
の
通
報
連
絡
な
ど
の
実
効

性
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

発
電
所
構
内
で
は
、
可
搬
型
設
備
の
実

働
訓
練
と
し
て
、
送
水
用
消
防
車
に
よ
る

使
用
済
燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
へ
の
注
水
訓
練

を
行
い
、
緊
急
時
に
お
け
る
対
応
能
力
の

向
上
を
図
り
ま
し
た
。

　

発
電
所
以
外
で
も
、
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン

タ
ー
へ
の
要
員
派
遣
訓
練
や
、
原
子
力
施

設
事
態
即
応
セ
ン
タ
ー
（
原
子
力
本
部
）

の
運
営
訓
練
、
ア
リ
ス
館
志
賀
の
来
館
者

の
避
難
訓
練
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

災害対策本部設置(中能登町） 災害対策本部設置（羽咋市）

　

中
能
登
町
で
は
、
町
災
害
対
策
本
部
を
設

置
し
、
原
子
力
災
害
時
の
対
応
体
制
を
確
認

す
る
と
と
も
に
、
職
員
安
否
確
認
訓
練（
専

用
メ
ー
ル
）を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
情
報
共
有
訓
練
も
実
施
し
ま
し
た
。

自衛隊ヘリコプター・高機動車による避難訓練（志賀町）



燃
料
を
使
う
発
電

　

現
在
、
発
電
す
る
方
法
に
は
原
子
力

発
電
を
は
じ
め
、
火
力
発
電
や
再
エ
ネ

発
電
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
中
で
「
燃
料
」
を
使
っ

て
発
電
を
行
う
の
は
、
原
子
力
発
電
と

発
電
に
使
う
燃
料
の
リ
サ
イ
ク
ル

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
！

火
力
発
電
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
発
電

方
法
で
は
使
用
す
る
燃
料
が
異
な
っ

て
い
ま
す
。

　

原
子
力
発
電
で
は
ウ
ラ
ン
と
い
う

物
質
を
加
工
し
た
「
ウ
ラ
ン
燃
料
」

が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
火
力

発
電
で
は
石
油
や
石
炭
、
天
然
ガ
ス

と
い
っ
た
「
化
石
燃
料
」
が
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
は
自

然
界
に
存
在
し
ま
す
が
、
日
本
で
は

ほ
と
ん
ど
産
出
さ
れ
な
い
た
め
、
大

半
を
海
外
か
ら
輸
入
し
て
い
ま
す
。

燃
料
と
電
気
料
金

　

２
０
１
１
年
の
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
の
事
故
以
降
、
原
子
力
発
電
所
の
稼

働
が
減
少
し
、
火
力
発
電
の
利
用
が
増
え
た

こ
と
か
ら
、
燃
料
と
な
る
化
石
燃
料
の
輸
入

額
が
増
え
ま
し
た
。
最
近
で
は
、
円
安
や
燃

料
価
格
の
高
騰
に
と
も
な
い
「
燃ね

ん
り
ょ
う
ひ

料
費
調ち

ょ
う
せ
い整

額が
く

」も
上
昇
し
て
い
ま
す
。（
図
１
・
①
）

　

原
子
力
な
あ
る
ほ
ど
教
室
で
は
こ
れ
ま

で
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
に
つ
い
て
考

え
る
」
を
テ
ー
マ
に
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
発
電
所
で
使
う
燃
料
の
リ
サ
イ
ク

ル
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
！

※
再
エ
ネ
＝
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
略

太
陽
光
、
風
力
、
水
力
、
地
熱
、
バ
イ
オ
マ
ス
と

い
っ
た
発
電
の
際
に
温
室
効
果
ガ
ス
を
出
さ
ず
国

内
で
生
産
で
き
る
国
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
こ
と

図１　再エネ発電促進賦課金、燃料費調整額について

＝ ＋

　発電に必要な化石燃料の価格
は常に変動するため、それを調
整するために「燃料費調整額」が
あります。
　化石燃料の輸入価格平均値に
基づき毎月変動し、電気料金に
加算あるいは差し引かれます。
（一部を除き加算上限あり）

　再エネで発電した電気を国が定める価格で
一定の期間、電気事業者が買い取ることを義
務付ける「再エネの固定価格買取制度」という
制度があります。
　この制度では、電気事業者が買い取りに要
した費用を、電気利用者が電気料金の一部と
して負担することとなっています。これを「再
エネ発電促進賦課金」といい、再エネ導入の
促進を目的に徴収されます。
　再エネ導入はエネルギー自給率の向上や化
石燃料の輸入額を減少させることなどにもつ
ながります。

アースパパ

3

※



4

　

ま
た
、
燃
料
費
調
整
額
以
外
に
も
、

再
エ
ネ
導
入
を
促
進
さ
せ
る
た
め
に
徴

収
さ
れ
る
「
再
エ
ネ
発
電
促そ

く
し
ん進

賦ふ

か課
金き

ん
」

も
電
気
料
金
が
上
が
る
要
因
と
な
っ
て

い
ま
す
。（
図
１
・
②
）

　

こ
う
し
た
電
気
料
金
の
値
上
げ
は
、

経
済
活
動
に
悪
影
響
を
も
た
ら
す
恐
れ

が
あ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
が
低
い

日
本
に
お
い
て
は
、
化
石
燃
料
の
価
格

変
動
に
よ
る
影
響
を
抑
え
る
手
段
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

燃
料
の
リ
サ
イ
ク
ル

　

化
石
燃
料
は
、
一
度
発
電
に
使
用
す

る
と
燃
え
て
し
ま
う
の
で
リ
サ
イ
ク
ル

で
き
ま
せ
ん
が
、
ウ
ラ
ン
燃
料
は
、
使

い
始
め
か
ら
３
年
程
度
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
、
発
電
を
終
え
て
も
リ
サ
イ
ク

ル
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。こ
れ
を「
原

子
燃
料
サ
イ
ク
ル
」と
い
い
ま
す
。

　

原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
で
は
、
発
電

所
で
使
い
終
わ
っ
た
燃
料
を
「
再
処

理
」
と
い
う
工
程
で
再
利
用
で
き
る

も
の
と
で
き
な
い
も
の
に
分
別
し
ま

す
。
ま
だ
再
利
用
で
き
る
ウ
ラ
ン
や

新
た
に
生
ま
れ
た「
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
」

に
つ
い
て
は
原
子
力
発
電
所
で
ま
た

使
え
る
よ
う
に
加
工
し
、
ウ
ラ
ン
と

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
混
合
燃
料
で
あ
る

Ｍ
Ｏ
Ｘ（
モ
ッ
ク
ス
）燃
料
な
ど
に
加

工
し
使
用
さ
れ
ま
す
。

　

こ
う
す
る
こ
と
で
使
い
終
わ
っ
た

ウ
ラ
ン
の
95
〜
97
％
が
再
利
用
で

き
、
一
度
輸
入
す
る
と
長
期
間
使
用

で
き
る
こ
と
か
ら
、
準
国
産
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
資
源
と
し
て
扱
わ
れ
、
日
本

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
向
上
に
貢
献

し
ま
す
。（
図
２
）

     

参
考　

原
子
力
総
合
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
２
０
２
１

　
　
　
　
　
　
　

     

日
本
原
子
力
文
化
財
団
発
行

図２ 発電によるウラン燃料の変化

現在、国内で使っている電気の約８割は火力発電で起こした電気なんだ。燃料代や温室効果
ガス排出といった面で課題はあるけど、「電気を安定的に供給する」という面ではとても重要
な発電方法なんだよ。電気が足りなくなると困るからね！

コラム

ウラン燃料はリサイクル

できるんだね!



能登原子力センター能登原子力センターでで

新型コロナウイルス感染防止対策のうえ実施しました。

エネルギー教育フェア

ぶんぶんボウルお笑いショー

10月23日(日)

原燃サイクル施設見学会 (青森県)

志賀原バーチャル見学会

縁日縁日

10月12日（水）～ 14日（金）

10/15㈯　トモエ老人会（七尾市） 11/27㈰ 釈迦堂そくさい会（志賀町） 12/1㈭ 七海・生神そくさい会（志賀町）

10月26日（水）～ 28日（金）

科学工作
サイエンスチャレンジラリー

アキラボーイによるデジタルサイエンスショー

ぶんぶんボウル司会によるあともす検定

５



営
者
が
能
登
出
身
者
（
特
に
鹿
島
郡
、
羽
咋

郡
）
で
多
く
を
占
め
る
こ
と
や
地
元
の
寺
社

へ
の
寄
進
物
の
多
く
が
銭
湯
経
営
者
に
よ
る

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

以
下
は
、
共
同
で
調
査
を
実
施
し
た
横
浜
開

港
資
料
館
の
成
果
に
拠
る
。

　

銭
湯
経
営
者
の
ふ
る
さ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久く

え江

　

久
江
の
久く

て

ひ

こ

氐
比
古
神
社
に
は
、
鳥
居
、
狛

犬
、
戦
争
記
念
碑
な
ど
に
多
く
の
銭
湯
経
営

者
の
名
前
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

鳥
居
は
、「
東
京
横
濱
楽
心
会
」と
い
う
団

体
が
、
大
正
十
一
年
九
月
に
寄
進
さ
れ
た
も

の
で
、
左
右
の
柱
に
は
、
会
員
と
し
て
五
四

名
の
寄
進
者
が
確
認
で
き
る
。そ
れ
を
東
京
、

横
浜
の
浴
場
組
合
名
簿
で
確
認
す
る
と
少
な

く
と
も
三
五
人
が
銭
湯
経
営
者
で
あ
り
、
横

浜
で
銭
湯
を
営
む
富と
や
ま山

富と
み
お男（

富
士
見
町「
越

の
湯
」）、
門か

ど

久ひ
さ
き
ち吉（

蒔
田「
栄
久
館
」）、
中な

か

村む
ら

宇う

太た

郎ろ
う（

伊
勢
佐
木
町「
利
世
館
」）、
東
京
で

銭
湯
を
営
む
道ど

う

具ぐ

又ま
た
え
も
ん

右
エ
門（
西
応
寺「
金
春

湯
」、
小お

川が
わ

安や
す

太た

郎ろ
う（

玉
姫
町「
五
色
湯
」）の

名
前
も
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
東
京
横
浜

楽
心
会
は
銭
湯
経
営
者
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ

た
団
体
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
大
正
十
年
四
月
に
東
京
道
具
交
睦

会
が
寄
進
し
た
戦
争
記
念
碑
に
は
、
鳥
居
に

筆
頭
と
し
て
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
た
、
道
具

又
右
エ
門
の
名
が
大
き
く
刻
ま
れ
て
お
り
、

久
江
出
身
の
銭
湯
経
営
者
の
先
駆
者
と
み
ら

れ
る
。
道
具
は
、
同
郷
の
後
輩
た
ち
を
支
援

し
て
、
銭
湯
経
営
者
を
育
て
上
げ
て
い
っ
た

人
物
の
ひ
と
り
で
あ
る
。
例
え
ば
鳥
居
に
も

名
前
が
刻
ま
れ
て
い
る
松ま
つ

田だ

彦ひ
こ

治じ

は
十
四
歳

で
道
具
の
経
営
す
る
東
京
市
本
所
区
松
倉
町

の「
寿
湯
」に
入
り
子
分
と
な
り
十
二
年
間
修

業
し
た
後
、「
鶴
の
湯
」を
経
営
す
る
ま
で
に

な
っ
た
。
だ
が
、
松
田
は
世
界
恐
慌
の
あ
お

り
で
銭
湯
を
手
放
す
こ
と
に
な
り
、
松
田
の

妻
の
叔
父
で
あ
る
富
山
富
男
（
県
浴
場
組
合

連
合
会
々
長
、横
浜
浴
場
組
合
連
合
会
々
長
）

の
支
援
を
受
け
横
浜
に
移
住
し
、
福
富
町
の

「
福
富
湯
」を
経
営
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
あ

り（『
浴
場
評
論
』第
一
号
）、
同
郷
者
の
支
援

と
結
束
の
固
さ
が
う
か
が
い
知
れ
る
。

　

ほ
か
に
、鳥
居
に
刻
ま
れ
た
人
物
の
う
ち
、

門
久
吉
は
富
山
と
と
も
に
横
浜
浴
場
組
合
連

合
会
の
副
会
長
、
門
勝
二
は
、
県
浴
場
従
業

員
請
負
業
組
合
の
組
合
長
を
務
め
る
な
ど
横

浜
の
銭
湯
経
営
の
要
職
を
久
江
出
身
者
で
占

め
、
業
界
に
根
を
張
り
、
銭
湯
経
営
者
を
輩

出
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

（
文
責　

坂
下
博
晃
）

〔
参
考
文
献
〕

　

吉
田
律
人
『
都
市
移
住
者
を
決
接
点
と
し
た
地
域

間
連
携
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
ー
浴
場
経
営
者
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
を
中
心
に
―
』二
〇
二
〇

　

吉
田
律
人
「
横
浜
に
お
け
る
北
陸
地
方
出
身
浴
場

業
者
の
展
開
―
昭
和
戦
前
期
を
中
心
に
―
」『
社
会

経
済
史
学V

ol.87.N
o.2

』二
〇
二
一

中
能
登
町
ゆ
か
り
の

銭
湯
経
営
者
た
ち
（
そ
の
２
）

　

前
号
で
は
、
近
代
以
降
に
鳥
屋
地
区
か
ら

移
住
し
成
功
を
お
さ
め
た
銭
湯
経
営
者
を
と

り
あ
げ
た
。
当
地
区
で
は
、「
大
阪
」を
拠
点

と
し
て
、
銭
湯
業
を
営
ん
だ
先
駆
者
や
同
郷

者
集
団
が
故
郷
に
錦
を
飾
っ
た
寄
進
物
や
記

念
碑
、
顕
彰
碑
な
ど
か
ら
銭
湯
経
営
者
の
あ

ゆ
み
を
た
ど
っ
た
。

　

本
稿
で
は
、
前
号
鳥
屋
地
区
に
引
き
続
き

石
動
山
の
麓
に
位
置
す
る
鹿
島
地
区
の
銭
湯

経
営
者
に
つ
い
て
、
寺
社
の
寄
進
物
を
手
掛

か
り
に
、
町
ゆ
か
り
の
銭
湯
経
営
者
に
つ
い

て
、
見
て
い
き
た
い
。

「
故
郷
に
錦
を
飾
る
」寄
進
物

　

町
内
の
寺
社
を
訪
ね
歩
く
と
鳥
居
や
狛こ

ま

犬い
ぬ

、
梵ぼ
ん

鐘し
ょ
う

な
ど
に
東
京
、
横
浜
、
大
阪
な
ど

各
地
の
地
名
が
刻
ま
れ
た
寄
進
物
が
多
く
あ

る
。都
市
部
に
仕
事
を
求
め
て
、生
ま
れ
育
っ

た
土
地
を
離
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
人
々
の
、

ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
を
込
め
た
寄
進
物
で
あ

る
。

　

こ
の
よ
う
な
寄
進
物
の
大
半
が
、
銭
湯
経

営
者
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
地
元

で
語
り
継
が
れ
て
き
た
が
、
近
年
、
横
浜
市

開
港
資
料
館
の
企
画
展「
銭
湯
と
横
濱
」が
開

催
さ
れ
た
こ
と
で
、
東
京
、
横
浜
の
銭
湯
経

戦争記念碑：大正十年四月建立
　東京道具交睦会寄進　久氐比古神社（久江）

鳥居：大正十一年九月建立　東京横濱楽心会寄進 
久氐比古神社（久江）  

６



わ が 町トピックス
志
賀
町

羽
咋
市

11
月
13
日
、
小
学
生
を
対
象
に
『
目
指
せ
！

羽
咋
七
塚
マ
ス
タ
ー
』（
羽
咋
七
塚
め
ぐ
り
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。（
主
催
・
羽
咋
市
駅
前
通

り
商
店
街
事
業
協
同
組
合
）

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
ま
ち
な
か
の
に
ぎ
わ

い
創
出
や
周
遊
性
の
向
上
を
図
る
取
り
組
み
と

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
金
沢
市
な
ど
で
地
域
の

魅
力
を
掘
り
起
こ
す
活
動
を
行
っ
て
い
る
金
沢

大
学
の
学
生
グ
ル
ー
プ
Ｆ
ｉ
ｖ
ｅ
Ｃ
ａ
ｌ
ｏ
ｒ
ｓ

（
フ
ァ
イ
ブ
・
カ
ラ
ー
ズ
）
が
企
画
段
階
か
ら

市
内
の
商
店
街
と
協
力
し
、
羽
咋
の
七
塚
マ
ッ

プ
作
成
や
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
な
ど
を
考
え
、
当
日

の
七
塚
め
ぐ
り
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
や
ガ
イ
ド
役

と
し
て
も
携
わ
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
や
そ
の
家
族
は
、
羽
咋
の
地

名
の
由
来
と
な
っ
た
怪
鳥
伝
説
な
ど
が
残
る
七

つ
の
古
墳
を
巡
り
、
各
古
墳
で
は
出
さ
れ
る
ク

イ
ズ
に
答
え
、
楽
し
み

な
が
ら
学
び
、
郷
土
へ

の
理
解
を
深
め
る
イ
ベ

ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

羽
咋
の
七
塚
と
は

　

羽
咋
七
塚
は
、
七
基
の
古
墳
で
構
成
さ
れ
る
古

墳
群
で
す
。
羽
咋
神
社
の
周
辺
（
マ
ッ
プ
参
照
）

に
点
在
し
て
お
り
、
第
十
一
代
垂す

い

仁に
ん

天
皇
の
皇
子

で
あ
る
磐い

わ

衝つ
く

別わ
け
の

命み
こ
と

の
墓
と
伝
わ
る
御ご

り
ょ
う陵

山や
ま

古
墳

（
羽
咋
大お
お

塚
）
は
大
型
の
前
方
後
円
墳
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
磐
衝
別
命
の
刀
剣
が
埋
め
ら

れ
て
い
た
と
伝
わ
る
剣つ

る
ぎ

塚
や
磐
衝
別
命
の
妻
・
三み

た

足ら
し

比ひ
め
の咩
命み

こ
と

の
墓
と
す
る
姫ひ

め

塚
、
磐
衝
別
命
の
子
ど

も
・
石い

わ

城き

別わ
け
の

命み
こ
と

の
墓
と
す
る
大お

お

谷た
に

塚
な
ど
７
つ

の
古
墳
が
あ
り
、
羽
咋
の
地
名
由
来
伝
承
と
と
も

に
数
多
く
の
伝
承
・
伝
説
を
今
に
残
し
て
い
ま
す
。

羽
咋
の
地
名
の
由
来

　

そ
の
昔
、
こ
の
地
を
荒
ら
し
て
住
民
を
苦
し
め

る
怪
鳥
を
磐
衝
別
命
が
弓
で
射
ち
落
し
、
連
れ
て

い
た
３
匹
の
犬
が
そ
の
羽
に
喰
い
つ
き
、
と
ど
め

を
刺
し
た
こ
と
か
ら
、「
羽
咋
」
の
地
名
が
付
い

た
と
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
七
塚
の
一
つ
に
は
、

こ
の
３
匹
の
犬
「
白
」・「
黒
」・「
斑
」
の
墓
と
伝

わ
る
水み
ず

犬い
ぬ

塚（
薬や

く
し師
塚
）
も
あ
り
ま
す
。

　

１
月
７
日
（
土
）
志
賀
町
防
災
公
園
に

て
、新
春
恒
例
の
出
初
式
を
開
催
し
ま
す
。

　

町
消
防
団
16
分
団
と
志
賀
消
防
署
員
が

集
結
し
、
米
町
川
（
神
代
地
内
）
で
消
防

車
両
に
よ
る
一
斉
放
水
を
行
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
か
ら
活
動
し
始
め
た
女
性
団

員
は
、
運
営
補
助
と
し
て
参
加
し
て
い
ま

す
。
団
員
募
集
中
で
す
。
地
域
の
消
防
、

安
全
に
興
味
の
あ
る
方
、
消
防
に
つ
い
て

も
っ
と
知
り
た
い
方
は
、
志
賀
町
環
境
安

全
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時　

１
月
７
日（
土
）

　
　
　
　
　

９
時
30
分
か
ら

開
催
場
所　

志
賀
町
防
災
公
園

　
　
　
　
　
（
志
賀
消
防
署
横
）

お
問
い
合
わ
せ　

志
賀
町
環
境
安
全
課

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
７
６
７-

32-

１
１
１
１

　

金
沢
市
内
か
ら
車
で
約
90
分
の
場
所
に
あ

る
、
美
し
い
砂
浜
が
広
が
る
増
穂
浦
海
岸
で
、

夏
期
は
も
ち
ろ
ん
冬
期
も
本
格
的
な
キ
ャ
ン
プ

が
楽
し
め
ま
す
。ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
や
キ
ッ
チ
ン
、

エ
ア
コ
ン
、
布
団
を
備
え
た
ケ
ビ
ン
や
テ
ン
ト

サ
イ
ト
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
場
な
ど
が
あ
り
、
Ａ

Ｃ
電
源
と
水
道
付
き
の
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
に

人
気
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
用

品
の
レ
ン
タ
ル
も
可
能
で
す
。

　

施
設
内
に
は
海
洋
ゴ
ミ
専
用
拾
い
箱
を
設
置

し
て
、
海
岸
の
ご
み
拾
い
に
参
加
す
る
と
お
得

に
宿
泊
で
き
る
新
し
い
キ
ャ
ン
プ
プ
ラ
ン
が
あ

り
ま
す
。

　

綺
麗
な
満
天
の
星
と
月
明
り
に
照
ら
さ
れ
た

海
で
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ラ
イ
フ
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ　

能
登
リ
ゾ
ー
ト
エ
リ
ア
増
穂
浦

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
７
６
７-

42-

２
１
２
５

羽
咋
七
塚
め
ぐ
り
が

羽
咋
七
塚
め
ぐ
り
が

　
　

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
５
年
消
防
出
初
式

令
和
５
年
消
防
出
初
式

能
登
リ
ゾ
ー
ト
エ
リ
ア
増
穂
浦

新
し
い
キ
ャ
ン
プ
の
か
た
ち

新
し
い
キ
ャ
ン
プ
の
か
た
ち

「
＃
し
か
キ
ャ
ン
」
は
じ
ま
る
！

「
＃
し
か
キ
ャ
ン
」
は
じ
ま
る
！

消防団員
募集中です!!

施設の詳細
https://www.nap-camp.com/
ishikawa/11887　検索

1/1500

羽咋駅羽咋駅

羽咋神社羽咋神社

本念寺本念寺
少彦名社少彦名社

姫塚の樹姫塚の樹

剣塚（旧八幡社・
八幡森）の樹
剣塚（旧八幡社・
八幡森）の樹

路
流
川
浦
子
旧

路
流
川
浦
子
旧

子浦川

長
者
川

長
者
川

薬師橋薬師橋

板子橋板子橋

紺谷橋紺屋橋

八幡橋八幡橋

八幡神社八幡神社

御陵山古墳
（羽咋大塚）
御陵山古墳
（羽咋大塚）

大谷塚古墳
（王児塚）
大谷塚古墳
（王児塚）

水犬塚（薬師塚）水犬塚（薬師塚） 痛子塚（消滅）痛子塚（消滅）

姫塚（消滅）姫塚（消滅）

剣塚（消滅）剣塚（消滅）

宮内庁陵墓

宮内庁陵墓

宝塚（稲荷塚）

羽咋七塚巡りの様子

宝
たから

塚（上写真）
大谷塚（右写真）

※剣塚、姫塚、痛
いたこ

子塚は、現在は消滅し、説明看板が設置
　されています。（痛子塚は東川原町公園内に設置）

　　各行事につきましては、「お問い合わせ先」 にお尋ねください。 7



中
能
登
町

　

中
能
登
町
は
古
く
か
ら
、
ど
ぶ
ろ
く
に

縁
の
深
い
地
域
で
す
。
平
成
26
年
11
月
28

日
付
け
で
、
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
「
ど
ぶ

ろ
く
特
区
」
の
認
定
に
よ
り
、
町
内
全
域

で
、
農
家
民
宿
や
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど

を
営
む
農
業
者
に
よ
る
「
ど
ぶ
ろ
く
」
製

造
が
可
能
と
な
り
、
現
在
２
名
の
生
産
者

が
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
を
営
み
な
が
ら
、
ど

ぶ
ろ
く
を
製
造
し
て
お
り
ま
す
。一
人
は
、

太
郎
右
衛
門
を
営
む
田
中
良
夫
さ
ん
（
二

宮
）
の
お
店
で
、
発
酵
が
進
む
味
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
、
囲
炉
裏
を
囲
ん
で
田
舎

料
理
を
楽
し
み
な
が
ら
味
わ
え
ま
す
。
も

う
一
人
は
、
さ
え
さ
を
営
む
織
田
好
子
さ

ん
（
春
木
）
の
お
店
は
、
女
性
や
お
酒
が

苦
手
な
方
で
も
飲
み
や
す
い
よ
う
に
甘
口

用
も
醸
造
し
て
お
り
、
自
家
栽
培
の
野
菜

や
ジ
ビ
エ
を
使
っ
た
料
理
と
ど
ぶ
ろ
く
が

味
わ
え
ま
す
。
今
年
度
よ
り
、
中
能
登
町

観
光
協
会
が
主
催
と
な
っ
て
ど
ぶ
ろ
く
地

域
お
こ
し
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、

ど
ぶ
ろ
く
の
シ
ー
ズ
ン
到
来
を
告
げ
る

「
の
と
、
ど
ぶ
ろ
く
宣
言
」
を
進
め
、
多

彩
な
ど
ぶ
ろ
く
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
開
催

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
を
機
会
に
、
中
能
登
町
に
お
越
し
い

た
だ
き
、
こ
だ
わ
り
の
ど
ぶ
ろ
く
を
ぜ
ひ
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

主
な
関
連
イ
ベ
ン
ト

・
１
／
27（
金
）

　

オ
ン
ラ
イ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト

・
２
／
４（
土
）

　

ど
ぶ
ろ
く
研
究
成
果
報
告
会

・
２
／
11（
土
・
祝
）

　

ど
ぶ
ろ
く
＆
発
酵
マ
ル
シ
ェ

主
催　

中
能
登
町
観
光
協
会

お
問
い
合
わ
せ　

中
能
登
町
観
光
協
会

　
　
　
　
（
道
の
駅
織
姫
の
里
な
か
の
と
内
）

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
７
６
７-

76-

８
０
０
０

シ
ー
ズ
ン
到
来
を
告
げ
る

シ
ー
ズ
ン
到
来
を
告
げ
る

　

の
と
、
ど
ぶ
ろ
く
宣
言

　

の
と
、
ど
ぶ
ろ
く
宣
言

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　（（
毎
年
毎
年
1212
月月
1212
日日））

石
川
県
七
尾
美
術
館

　

所
蔵
・
寄
託
作
品
を
中
心
に
紹
介
す
る
展

覧
会
で
す
。
第
１
展
示
室
で
は
、
味
わ
い
深

い
根
来
や
人
間
国
宝
の
漆
芸
作
品
な
ど
37
点

を
紹
介
。
第
２
展
示
室
で
は
、
長
谷
川
派
や

狩
野
派
、
円
山
派
や
肉
筆
浮
世
絵
ま
で
、
江

戸
時
代
の
絵
画
18
点
を
展
覧
し
ま
す
。
長
谷

川
信
春（
等
伯
）
の
「
陳
希
夷
睡
図
」（
当
館

蔵
）
１
点
も
、
特
別
展
示
し
ま
す
。

会　

期　

２
月
12
日（
日
）
ま
で

※
休
館
日　

毎
週
月
曜
日

　
（
１
／
９
は
開
館
）

　

12
／
29
〜
１
／
３
、１
／
10

開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　
　
　

※
入
館
は
閉
館
時
間
の
30
分
前
ま
で

観
覧
料　

一
般 

３
５
０
円 

大
高
生 

２
８
０
円

　
　
　
　
　

中
学
生
以
下 

無
料

※
国
民
の
祝
日
は
70
歳
以
上
の
方

　

観
覧
料
無
料

お
問
い
合
わ
せ　

石
川
県
七
尾
美
術
館

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
７
６
７-

53-

１
５
０
０

　

Ｈ
Ｐ https://nanao-art-m

useum
.jp

「
ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ

「
ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ

　　

様
々
な
漆
の
表
情
」

様
々
な
漆
の
表
情
」

「
賑
わ
い
の
江
戸
絵
画
」

「
賑
わ
い
の
江
戸
絵
画
」

石
川
県
能
登
島
ガ
ラ
ス
美
術
館　

冬
は
ガ
ラ
美
で
ほ
っ
こ
り
！

　
　
　
　
　
　

セ
レ
ク
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

１
月
／
ミ
ニ
ル
ー
タ
ー
で
ガ
ラ
ス
彫
刻

　

２
月
／
モ
ザ
イ
ク
ガ
ラ
ス（
仮
）

日　

時　

１
〜
２
月
の
毎
週
土
・
日
曜
日

　
　
　
　

①
午
後
１
時
30
分
〜

　
　
　
　

②
午
後
２
時
30
分
〜

参
加
費　

５
０
０
円（
要
当
日
観
覧
券
）

定　

員　

各
回
５
名（
ど
な
た
で
も
）

お
問
い
合
わ
せ　

石
川
県
能
登
島
ガ
ラ
ス
美
術
館

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
７
６
７-
84-

１
１
７
５

　

Ｈ
Ｐ https://nanao-af.jp/glass/ 

会　

期　

２
月
12
日（
日
）
ま
で

　
　
　
　

※
休
館
日　

毎
月
第
３
火
曜
日

　
　
　
　
　

年
末
年
始 

（
12
／
29
〜
１
／
１
）

開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
4
時
30
分

　
　
　
　

※
入
館
は
閉
館
時
間
の
30
分
前
ま
で

観
覧
料　

高
校
生
以
上　

８
０
０
円

　
　
　
　

※
中
学
生
以
下 

無
料

　
「
国
際
ガ
ラ
ス
展
・
金
沢
」
は
、
１
９
８
４

年
に
始
ま
り
、
１
９
８
８
年
に
は
国
際
公
募

展
へ
と
拡
充
、
本
展
で
15
回
目
を
迎
え
ま
す
。

今
回
も
厳
正
な
審
査
を
通
過
し
た
14
の
国
と

地
域
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
53
点
の
入
賞
・
入
選

作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

「
国
際
ガ
ラ
ス
展
・
金
沢
２
０
２
２

「
国
際
ガ
ラ
ス
展
・
金
沢
２
０
２
２

　　

inin　　

能
登
島

能
登
島
」」

金賞受賞作品
癒しの間

ＪＩＡＮＧ，Ｇｕｉｍｅｉ／2021年

「蝦蟇仙人図」 (部分)　
長谷川雪嶺筆　個人蔵

　新型コロナウイルス感染防止のため、開催が変更になることがあります。　　8

七
尾
市



志 

賀 

町

大福寺局
大 西 局
風 無 局
熊 野 局
福 浦 局
直 海 局
五里峠局
赤 住 局
志 賀 局

七 

尾 

市

西 岸 局
能登島局
土 川 局
笠師保局
大 津 局
田鶴浜局
東 湊 局

中
能
登
町

末 坂 局
能登部局

羽咋市 一ノ宮局
輪
島
市

門 前 局
本 郷 局

穴水町 大 町 局
宝
達
志
水
町

志 雄 局
押 水 局

発 

電 

所

ＭＰ－１
ＭＰ－２
ＭＰ－３
ＭＰ－４
ＭＰ－５
ＭＰ－６
ＭＰ－７

マイクログレイ(μGy)／時
0 0.050 0.100 0.150

● ⬇
⬇ ⬇

Ⅰ 環境放射線監視（令和３年４月～令和４年３月)
1. 空間放射線
　石川県は志賀原子力発電所から30kmの範囲に24局の
環境放射線観測局を設置しています。また発電所では７
局のモニタリングポストを設置しています。
　各観測局、モニタリングポストでは、空間の放射線量が
１時間あたりどのくらいかを連続して測定しています。
　各地点の測定結果は、次のとおりであり、発電
所に起因する影響は認められませんでした。

■ 測定結果

（グラフの見方）
今回の測定値の範囲今回の平均値

過去３年間の測定値の範囲

※　空間放射線の測定値の単位として、グレイ（Gｙ）／時が用いられます。
　　マイクロ（μ）は100万分の１を示します。
　　１ マイクログレイ（μGｙ）／時＝100万分の１グレイ（Gｙ）／時

環境放射線観測局
（赤住局：志賀町（地図下線））
空間放射線や風向、風速などを
測定しています。

■ 発電所モニタリングポスト（北陸電力㈱設置）

発電所周辺拡大図

（参考） 排気筒・排水ピットの計数率
　　　　　 （令和３年４月～令和４年３月）(単位 : cps)

１号機 ２号機
排気筒
モニタ

排水ピット
モニタ

排気筒
モニタ

排水ピット
モニタ

今回の測定値 ４～５ 10～11 ４～５ 12～13

過去の測定値 ４～５ 10～13 ４～６ 11～14

※計数率（cps）は、１秒間に計測された放射線の数を表しています。

　石川県、志賀町及び北陸電力㈱は、発電所周辺の環境放射線監視及び温排水影響調査を実施しています。
  今回は、令和３年４月～令和４年３月の１年間の結果をまとめた「令和３年度 年報」について、概要を
お知らせします。
　環境放射線監視結果については、志賀原子力発電所に起因する環境への影響は認められませんでした。
　温排水影響調査結果については、全体として大きな変化は認められませんでした。

■ 環境放射線観測局（石川県設置）

※　空間放射線の測定値は、通常、宇宙や地面などからの自然放射線によるも 
　　のであり、0.020～0.100マイクログレイ（μGｙ）／時 程度です。
　　日常よく見られる変動は、降雨による線量率の上昇であり、0.100～0.200
　　マイクログレイ（μGｙ）／時 程度となることがあります。

MP－1は平成30年８月31日に故障し、令和元年６月12日に復旧しましたが、復旧に伴いモニ
タリングポストの周辺環境が変化したため、過去の測定値の範囲については記載していません。

※1※1

※1※1

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

志賀原子力発電所周辺の
環境放射線監視結果及び温排水影響調査結果
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陸
上
試
料

降 下 物 ベクレル/平方メートル･月

大気浮遊じん ミリベクレル/立方メートル

陸 水 ミリベクレル/リットル

土 壌 ベクレル/キログラム乾土

松 葉 ベクレル/キログラム生

牛 乳 ベクレル/リットル

精 米 ベクレル/キログラム生

野 菜 ベクレル/キログラム生

地域特産物 ベクレル/キログラム生

海
洋
試
料

海 水 ミリベクレル/リットル

海 底 土 ベクレル/キログラム乾土

藻 類 ベクレル/キログラム生

貝 類 ベクレル/キログラム生

魚 類 ベクレル/キログラム生

2. 環境試料中の放射能
　農畜産物、海産物、水道水などの試料を採取し、これらに含まれる放射性物質（セシウム137、ストロンチウ
ム90、トリチウムなど）の濃度を測定しています。いずれも過去の測定値と同様に低い値でした。

陸
上
試
料
陸 水 ベクレル/リットル

海
洋
試
料
海 水 ベクレル/リットル

0.01(単位) 0.1 1 10 100 1000

※ 試料採取期間　令和３年４月～令和４年３月

※ 試料採取期間　令和３年４月～令和４年３月

※ 試料採取期間　令和３年４月～令和４年３月

【トリチウム】

■ 測定結果■ 環境試料採取地点(石川県 令和３年度分)

（参考）志賀原子力発電所の運転状況
（令和３年４月～令和４年３月）

調査期間中は、１号機、２号機とも
運転停止中でした。

⬇ ⬇

▲

過去の測定値の範囲 (福島
第一原子力発電所事故以前）
※これまで検出されていない
　場合、表示されていません。

（グラフの見方）
今回の測定値検出目標レベル

今回検出されず

今回検出されず

0.01(単位) 0.1 1 10 100 1000【セシウム137】

今回検出されず

今回検出されず

今回検出されず

今回検出されず

今回検出されず

今回検出されず

今回検出されず

今回検出されず

環境試料

◀サザエ

◀キス

今回検出されず

今回検出されず

今回検出されず

陸
上
試
料

陸 水 ベクレル/リットル

土 壌 ベクレル/キログラム乾土

牛 乳 ベクレル/リットル

精 米 ベクレル/キログラム生

野 菜 ベクレル/キログラム生

海
洋
試
料

海 底 土 ベクレル/キログラム乾土

貝 類 ベクレル/キログラム生

魚 類 ベクレル/キログラム生

0.01(単位) 0.1 1 10 100 1000【ストロンチウム90】

今回検出されず

今回検出されず

今回検出されず

今回検出されず

今回検出されず

※2※2

陸水のストロンチウム90については、令和元年度から測定を開始しています。
※2※2

　石川県では、平成27年度から平成28年度にかけて簡易局※を71か所設置しました。
　令和３年度の測定結果は、環境放射線観測局と同程度でした。

※簡易局:
小型の放射線測定装置によって、
空間放射線を常時測定する観測局
です。風向・風速、降雨量等の気
象観測は行っておりません。

高浜局：志賀町

環境放射線
観 測 局
(24局)

簡 易 局
(71局)

マイクログレイ(μGy)／時
0 0.050 0.100 0.150

平均値の範囲平均値の範囲 測定値の範囲測定値の範囲

■ 測定結果
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■ 調査結果　（水深１ｍの水温分布）　単位：℃

Ⅱ 温排水影響調査(令和３年４月～令和４年３月)

1. 水温調査 

※　■は１号機の放水口位置、■は２号機の放水口位置、・は水温調査地点を示す。

　令和３年度は、１号機、２号機とも運転停止中であり、

温排水は放水されていませんでした。

　これまでの調査結果と比較すると、平均水温は、春季、

冬季は過去の範囲にあり、夏季は概ね過去の範囲にあり、

秋季は高い値であった。

●春季（令和３年５月20日）

●秋季（令和３年10月12日）

●夏季（令和３年７月30日）

●冬季（令和４年３月17日）

■ 水温調査の状況（水温・塩分測定機）

■ ■

水深１ｍ 午前

水深１ｍ 午前

水深１ｍ 午前

水深１ｍ 午前流況：南流 流況：南流

流況：北流流況：北流

これまでの調査結果
（Ｈ15 ～ R２年度）
の範囲

今年度の調査結果

■ ■

■ ■ ■ ■

注）令和２年度の春季調査結果（例年の５月下旬と比べ約１か月遅い６月下旬に実施）は、これまでの範囲に含まない。

（℃）
30

25

20

15

10

5

10.9

春 夏 秋 冬

17.417.4

27.727.7

季節別の水深１ｍ（午前）の平均水温

24.124.1

１号機調査結果
（Ｈ２～ 14年度）の範囲
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以上の内容は、石川県原子力安全対策室ホームページ（https://atom.pref.ishikawa.lg.jp/box/onhaisui.html)でも見ることができます。

27 29 　 　 3331 35

●：水質調査地点　　―：サザエ生息調査測線

■ 調査地点（サザエ生息調査）

■ サザエ生息調査の状況

■ 水質試料の採取の状況

■ イワノリ調査の状況

■ 底質試料の採取の状況

■ 調査結果（サザエ生息調査）

2. 水質･底質調査

3. 海生生物調査

　 これまでの調査結果と比較すると、水質、底質ともほぼ同程度でした。

　これまでの調査結果と比較すると、春季、秋季、冬季はいずれの項目も出現状況はほぼ同程度であり、
夏季の卵調査で平均卵数がやや少ない結果でした。

調査測線 水深
(ｍ)

調査面積
(㎡ )

調査結果(平均個体数/25㎡ )
春季 夏季 秋季 冬季

Ｌ１ ３～ 20 125 9.4 8.6 5.4 18.6 
Ｌ２ ３～ 20 125 16.4 11.8 16.6 21.4 
Ｌ３ ３～ 20 125 2.0 7.8 9.0 11.6 
Ｌ４ 15 ～ 20  50 0.0 0.5 0.5 2.5 
Ｌ５ ３～ 20 125 10.2 15.4 30.2 16.2 
Ｌ６ ３～ 20 125 16.8 10.6 19.0 10.8 
Ｌ７ ３～ 20 125 10.8 13.0 11.8 16.6 

0.0

3

1.0

5

2.0

7

3.0

9

4.0

11

5.0

13

塩　分
（全層）

全窒素

ＣＯＤ 全リン

溶存酸素
過去の最小値

今年度の最小値 今年度の最大値

過去の最大値

■ 調査結果　（単位 ： mg／ℓ　ただし塩分を除く）

※ＣＯＤ：化学的酸素要求量（Chemical Oxygen Demand）

0.020.00 0.04 0.06 0.08 0.10

0.0 0.5 1.0 1.5

※

凡例
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あ
と
も
す

１
月
号
　
№
258　

令
和
５
年
１
月
１
日
発
行
　
　
　
あ
と
も
す
と
は
、
物
質
を
こ
れ
以
上
分
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
意
味
の
ギ
リ
シ
ャ
語
。
英
語
の
ア
ト
ム（
原
子
）の
語
源

(令和４年度　広報・調査等交付金事業) 「印刷用の紙にリサイクルできます」
この広報誌は高精細340線で印刷したものです。

の
と
里
山
海
道

の
と
里
山
海
道

の
と
里
山
海
道

原子力センターHP

太陽光・風力など、発電の際
に温室効果ガスを出さず国内
で生産できるエネルギー

問　題 それぞれの数字の赤枠に入る文字を
順に並べると答えになります。

❶❶ 表紙は能登■■■■の引きあげ風景

❷❷ どぶろく宣言は道の駅織姫の里■■■■■■■■

❸❸ 10月に開催したエネルギー教育フェアでの司会者　ぶんぶん■■■■■■❶ ❷ ❸❶ ❷ ❸

アトモスくん

あ と も す ク イ ズ

とじ込みはがきに答えと必要事項を書いて、能登原子力センターまでお寄せください。正解の方には景品をお送りします。
（応募者多数の場合、１月31日までに到着の分を抽選して40名の方にお送りします。）

⬇⬇ヒント

前号のこたえ  　■■■■■■■■■■ゲ ン シ カ ク
■■■■■■エネルギー再生

お た よ り コ ー ナ ー

カーボンニュートラルに向
けて。私たち個々がするこ
とは何でしょうか？ (七尾市)

原子力発電のことがわか
りやすく、ためになった。

(志賀町)

唐戸山神事相撲の表紙がと
てもよかったです。(七尾市)

特別寄稿がよかった。わ
が町出身の経営の成功
者のことがわかって、よ
かったです。(中能登町)

原子力発電の燃料と核分裂
について、４項目に分けて
図表で詳しく説明されてお
り、とてもよかったです。

(羽咋市)

サンササンササンササンサ

新型コロナウイルス感染防止対策のうえ実施しております。

お待ちし
ています

催 し 物 ご 案 内

● 来館スタンプラリー来館スタンプラリー
１日１回スタンプを押します。
３個集めたら賞品進呈。

● 館内クイズラリー館内クイズラリー
館内をまわって３つのクイズに挑戦。
全問正解者には賞品進呈。

● 工作体験コーナー工作体験コーナー
工作を自由に作って下さい。
持ち帰って遊んで下さい。

来館された方は
いつでも参加
できます。

フラワーアレンジメント展フラワーアレンジメント展
３３月月1111日日（土）・（土）・1212日日（日）（日）

2525日日（土）・（土）・2626日日（日）（日）

場所　能登原子力センター

協力団体　志賀町フラワーアレンジメントサークル

会場では、密にならないようにお願いします。

まずは節電し、無駄な電気
を使わないようにしましょ
う。また、省エネ家電への
買い替えも有効です。

アクアママ



キ　リ　ト　リ

９２５

羽
咋
郡
志
賀
町
安
部
屋
亥
34
の
１

能
登
原
子
力
セ
ン
タ
ー　
行

住　　所
　〒

氏　　名 年
齢　　歳

電話番号 (　　　)　

0 1 6 6お手数ですが
63円切手を貼って
お送りください

郵　便　は　が　き

＊お寄せいただいた情報は、個人情報保護法に基づき、「あともす」　製作、景品
　の発送、お問い合わせへの回答以外の目的では使用いたしません。

公
益
財
団
法
人

締切は
１月31日必

・ ・

着



　ありがとうございました

　ご意見・ご感想がありましたら、自由にお書き下さい

あともす
クイズ答え：

アンケートにご協力ください
　　　１月号の『あともす』はいかがでしたか
　　　各記事について、あてはまる□に　をつけてください。

表　　紙

原子力なあるほど
教室

原子力防災訓練

特別寄稿       

こんなことを
しました       

うら表紙
  

わが町トピックス

モニタリング

□　とても良い　　　□　良い　　□　普通

□　あまり良くない　□　良くない　　

□　とてもためになった　□　ためになった　□　普通

□　あまりためにならない　□　ためにならない　　

□　とてもわかりやすい　　□　わかりやすい

□　普通　□　少しわかりにくい　□　わかりにくい

□　とてもおもしろい　　□　おもしろい

□　普通　□　あまりおもしろくない　□　おもしろくない　

□　とても良い　　　□　良い　　□　普通

□　あまり良くない　□　良くない　

□　とても良い　　　□　良い　　□　普通

□　あまり良くない　□　良くない

□　とても良い　　　□　良い　　□　普通

□　あまり良くない　□　良くない

□　とてもわかりやすい　　□　わかりやすい

□　普通　□　少しわかりにくい　□　わかりにくい

(Ｐ１)

(Ｐ３)

(Ｐ５)

(Ｐ６)

(Ｐ７)

(Ｐ９)

(チェック)


